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英国

⽶国

シンガポール

⽇本中国

✓市場 東証⼀部上場（3853） 
✓設⽴ 1998年9⽉ 
✓事業 「つなぐ」ソフトウェアの開発・販売と 

   DXを実現する戦略デザインコンサルティング

会社概要

✓資本⾦  22億7,534万円 
✓従業員数 123名（連結）

2019年9⽉30⽇現在

代表取締役 
執⾏役員社⻑/CEO 
平野 洋⼀郎

London
Seattle,WA

Hangzhou 
Shanghai 
Hong Kong

Tokyo 
Osaka

Singapore

Plano,TX
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第２四半期決算

（国際会計基準 = IFRS）

2020年3⽉期
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業績予想の修正
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（単位：百万円）

2020年3⽉期 
通期予想 

（前回発表）

2020年3⽉期 
通期予想 

（今回修正）
対前期増減率

売上収益 4,100 3,000 ▲13.8%

営業利益 600 200 ▲48.6%

税引前利益 600 200 ▲56.8%

当期利益 
親会社の所有者に帰属する

400 140 ▲48.3%

2019年3⽉期 
通期実績

3,478

389

463

271

■ 第１四半期に発⽣した、デザインサービス事業の重要顧客２社（⽶国）に起因す
る⼤幅な売上減少のリカバリーが遅延。 

■ ポンド安によるデザインサービス事業の売上減（計画⽐）を1億円以上⾒込む。 
■ 上記につき今期内のリカバリーが困難と判断したため、売上/利益予想を⾒直し。
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減収増益

2018/3 
第２四半期

2017/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

2019/3 
第２四半期

✓売上収益：前期⽐ 18.1%減 
✓営業利益/当期利益：売上原価圧縮により微増

319

6
				0

1,474

2020/3 
第２四半期

500

776

2019/3 
第２四半期

2018/3 
第２四半期

2017/3 
第２四半期

1,000

（単位：百万円）

1,500
1,601

131
1,312

19

200

300

100

0

営業利益推移
（単位：百万円） 319

0

50

100

当期利益推移
（単位：百万円）
（親会社の所有者に帰属する）

2018/3 
第２四半期

2017/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

2019/3 
第２四半期

130
88

6

21

売上収益推移
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①デザインサービス 
 が減少 
 ・⽶国の重要顧客２社に関してプロ  
  ジェクトが⼤きく遅延。 
  
②エンタープライズ、 
 ネットサービスの増加 
 分でもカバーできず 

エンタープライズ：前期⽐ 102.0% 
ネットサービス   ：前期⽐ 106.9%

6

前期⽐ 54.0%

2020/3 
第２四半期

2019/3 
第２四半期

2018/3 
第２四半期

2017/3 
第２四半期

1,474

776

1,601

				0

500

1,000

1,500

減収要因

1,312

（単位：百万円）
売上収益推移
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0
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エンタープライズ

前期⽐ 102.0%

ネットサービス

前期⽐ 106.9%

デザインサービス

前期⽐ 54.0%

ビジネスユニット別売上収益推移

0

600

1,200

2020/3 
第２四半期

2019/3 
第２四半期

790

2020/3 
第２四半期

2019/3 
第２四半期

0

600

1,200

2020/3 
第２四半期

2019/3 
第２四半期

366

✓引き続きRPA導⼊意
欲が⾼い 

✓Coreが順調に伸張

✓Sales Techが幅広
い業界で拡⼤し、販
売が増加

■ 主要３ビジネスユニット合計の全売上収益に占める割合は99.7%

153

✓⽶国の２つの重要
顧客の経営環境に
起因し⼤幅な減収
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デザインサービスの状況

順調
This Place Limited

順調
This Place HK

⼤幅減
This Place Inc.

⽶国の重要顧客２社の 
経営環境問題に起因し 
複数のプロジェクトが 
⼤きく遅延

London
Hong Kong

Seattle
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⽶国顧客の状況

⼤幅減
This Place Inc. ✦2019年7⽉に⽶国司法省が

T-MobileとSprintの合併を
承認したが、各州での抵抗等
があり遅延している。

✦事故の影響が⻑引き、プロ
ジェクトの復活に時間がか
かっている。

⽶国の重要顧客２社の 
経営環境問題に起因し 
複数のプロジェクトが 
⼤きく遅延

Seattle
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10

第２四半期で営業利益はV字回復

2019年3⽉期 2020年3⽉期

92

▲72

Q2営業利益 
が⼤きく回復

デザインサービス 
⼤幅落ち込み

（単位：百万円）四半期別営業利益推移
⼈員削減

報酬カット
経費圧縮

上半期⿊字転換
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新規顧客からの受注

社名：Alaska Airlines 
業種：航空運送業 
本社：⽶国シアトル 
売上：約9千億円 (2018年) 
社員：約22,000⼈

✓⽶国内専業でSouthWestに次ぐ第２位 
✓2018年にVirgin Americaを買収 
✓顧客満⾜度12年連続第１位 (J.D.Power)

Alaska Airlines航路
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This Place CEO メッセージ

こんにちは、

This Place CEOの 
Dusan Hamlinです。

Dusan Hamlin  
CEO, This Place Limited

少しお時間をいただいて、 
過去２四半期で私たちが 
直⾯した状況とそれに対して 
実施している⽅策を 
ご説明いたします。

まず、 
⽶国ビジネスの状況ですが、 
⽶国のビジネスはオフィスを 
開設してから極めて好調に 
推移してきていました。

残念なことに、 
⽶国の２社の重要顧客が 
同時に⼤きな経営問題に 
直⾯してしまいました。

１社⽬は、 
世界的に著名な航空機製造会社 
２社⽬は、⽶国において 
著名な携帯キャリアです。 

１社⽬は、世界的に知られた 
⼤きな事故に直⾯し、 
２社⽬は、合併が阻⽌される 
問題に直⾯しました。 

両社のそれぞれの問題は、 
両社のデジタル開発における 
予算執⾏の遅延に 
繋がりました。

そしてそれは、上半期の 
私たちの収益に対しても 
⼤きな影響を及ぼしました。 

しかしながら、 
皆さんに報告したい 
良いニュースもあります。 

それは、 
⽶国において、 
新たに３社の顧客獲得が 
間近だということです。

つまり、 
今後の四半期において 
私たちの⽶国での売上は 
既存顧客からと 
新しい３社の顧客から 
両⽅から⼊り始め 
リカバリーと収益に 
貢献するでしょう。 

よって、私たちは、 
とても⾃信をもっています。 
残る四半期も来年度以降も 
ビジネスをリカバーさせ 
売上も収益も 
取り戻すことに。 

実際、 
第１四半期の⾚字の後、 
第２四半期は 
損益分岐点に達しました。 
第３四半期には利益を計上し、 
第４四半期には 
ターゲット近くまで 
戻すことができるでしょう。

これからも私は 
皆様に対して 
状況をアップデートします。 

この場を借りて、 
投資家の皆様に 
今年第１四半期から 
業績が低迷したことに関して 
お詫び申し上げます。

私たちは、 
私たちのビジネスに 
コミットしています。 
⼤変強いビジネスです。 
とても優秀なチームです。 
チーム全員が、 
これから⼒強いリカバリーの 
実現に向かっていくことに 
喜びを感じています。

状況報告のために 
お時間を割いていただき 
ありがとうございます。 

来年の株主総会で 
お会いすることを 
楽しみにしています。 

ありがとうございました。 
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特定顧客企業への依存度が⼤きい

利益率／効率が良いが、リスクも⾼い

デザインサービス構造改⾰①

さらに幅広い顧客ポートフォリオを構築
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プロジェクト売上への依存度が⼤きい

プロジェクト型： 
リテイナー型：

利益率は⾼いが安定度に課題 
安定するが利益率は⾼くない

既に、Accenture, McKinsey, Deloitteが実施

パフォーマンス型モデルの組み込み
（サブスク＋成功報酬）

デザインサービス構造改⾰②
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販売管理費の推移と内訳
■新製品の出荷に伴い広宣販促費と研究開発費が増加。 
■デザインサービスの減収に伴い⼈件費増を抑制。

0

200

400

600

800

1,000

構成⽐

38.2%

40.3%

824
899

5.0%

その他

⼈件費

343

45
65
84

362

7.2%

2019/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

（
単
位
：
百
万
円
）

販
売
管
理
費

前年同期⽐

105.9%

335.1%

101.4%

65.9%
131.4%

⽀払報酬
広宣販促費
研究開発費9.3%

324

69
49
25

357
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売上収益から営業利益までの内訳

販管費: 899

2020年3⽉期 第２四半期

21

アーンアウト:   16

（
単

位
：

百
万

円
） 800

0

売上原価

その他の収益/費⽤

■デザインサービスの収益減により、前期⽐で売上収益は減少するも、
売上原価の圧縮により営業利益は前期⽐で増加。

1,200

400

売上収益 営業利益

1,312

3

製品・サービス原価: 373
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営業利益/税引前利益/当期利益

0

25

50

75

（
単

位
：

百
万

円
）

営業利益 税引前利益 当期利益

法⼈所得税費⽤: 16

31

6
前年同期 前年同期

19 72
前年同期

6

（親会社の所有者に帰属する）

⾦融収益・費⽤: 10 
（内為替差益:7）

⾮⽀配持分: 8

379

■営業利益以下については特記事項なし。

2020年3⽉期 第２四半期

（親会社の所有者に帰属する）

21
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経営指標の推移（前年同期⽐）

18

0%

5%

10%

2019/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

6.4%

営業利益/率

研究開発費⽤/率

25

84
(百万円）

1.6%

50%

62.5%

75%

87.5%

100%

2019/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

売上総利益/率

70.4%923

(百万円）

52.7%

844

0%

5%

10%

2019/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

4.9%

販促・広宣費⽤/率

49
65

(百万円）

3.1%

0%

5%

10%

2019/3 
第２四半期

2020/3 
第２四半期

1.6%
19 21

(百万円）

1.2%

新基軸の 
開発投資
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上半期 

売上 
過去最⾼

Core売上 
（完全サブスク型） 

205%

導⼊社数  

8,176社

市場シェア 

前年同期⽐

主⼒製品：ASTERIA Warp

13年
連続No.1

RPA 
ニーズ 
継続



© 2019 Asteria Corporation

SQL ServerやSAP S/4HANA、 
SAP Concurなど10システムとの 

連携を4名で開発

250以上の業務⾃動化処理を 
⾼速開発 

Google ドライブ連携

22

最新事例ぞくぞくと

Core+をベースに 
コールセンターシステムと 

修理システムとを連携

Office 365 Outlookと 
販売管理システムの 

連携処理を約1か⽉で構築

低コストでkintoneアプリ間 
連携⾃動化を実現 

✓キーワード＝RPA、クラウドサービス連携、内製化、働き⽅改⾰

「働き⽅改⾰」の実現！ 
CoreとRPAツールで 

残業時間をゼロへ
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海外展開

✓パナソニックISが中国河南省863ソフトウェア社
と契約締結。 

✓江蘇省無錫市で30名以上のASTERIA Warpエン
ジニアを養成済み、さらに増員予定。

全員がASTERIA Warpエンジニア販売契約締結
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Handbook

24

シンプルに伝える、スマートに伝わる。

中核製品②
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製品出荷 

10周年

累計導⼊件数  

1,545件

6つの 営業強化の  
セールステック 

強化
カテゴリ※で 
シェアNo.1

Handbook

第２四半期 

売上 
過去最⾼

※https://handbook.jp/ 参照

https://handbook.jp/
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Handbook 誕⽣10周年

※https://handbook.jp/10th_anniversary/ 参照

https://handbook.jp/10th_anniversary/


© 2019 Asteria Corporation 27

ユーザーの皆様に⽀えられて

※https://handbook.jp/10th_anniversary/ 参照

https://handbook.jp/10th_anniversary/
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成⻑領域：SalesTech（営業x技術）

28

✓情報・サービスの質が向上 
✓よりリアルな商品イメージ 
✓成約数アップを実現

✓準備時間を⼤幅に短縮 
✓常に最新資料を閲覧 
✓社員のスキル向上

✓「業績を伸ばす」ツールとして改めて熱く注⽬を浴び始める
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新製品

（プラティオ）
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「３⽇でアプリ作成」

✓現場で極めて短期にアプリ作成 
✓様々な⽤途の100種のテンプレート 
✓IoTからのデータ取得にも対応プラティオ

３⽇間
展⽰会⼊場管理アプリ

１⽇間
病院内の様々な業務アプリ

３⽇間
出荷報告アプリ

詳細は→ https://plat.io/

https://plat.io/
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Platioアプリ事例増加中

✓ 10種のアプリを現場で開発 
✓ 医師、看護師、医療スタッフの無駄を削減 
✓ 背景：2020年にPHSが終了 
✓ 医療系市場のポテンシャル⾼い
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新製品

Gravio
（グラヴィオ）
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「Gravio 3」を出荷

⼤幅な機能アップ 
✓Gravio Hubの提供 

‣ インストール無し、即使えるエッジウェア 
✓Gravio AI Editionをラインアップ 

‣ ⾼度なリアルタイム認識を年額120万円〜 
✓ブロックチェーン搭載 

‣ 稼働履歴、監査対応、データ同期 
実績 
✓400件を超える利⽤実績 
✓居酒屋での実装事例を公開

Gravio Hub

詳細は→ https://gravio.com/

https://gravio.com/
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4Dを具現化したGravio Hub

AI搭載

スタイリッシュな筐体

IoTを制御

Blockchain搭載

✓各メーカーのエッジコンピュータに提供可能 
‣例）Lenovo Think Centre

Gravio HubData Device

DesignDecentralized
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(AI, Big data etc.) 
→データのみが企業IT資産になる

(Blockchain, DApps etc.) 
→分散して協調ができる「個」の時代になる

(Design Thinking, Digital Trans formation etc.) 
→「デザインファースト」の時代に

(IoT, Smart devices etc.) 
→デバイスが不可⽋なインフラになる

Data Device

Design

Decentralized

「4D」をベースにさらに成⻑

35
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★XML 
✓ マイクロソフトや国内各社に先駆けて 

XMLにコミットし専業としてスタート(1998)

1998 2005 2009 2015
★マイクロソフトが 

XMLにコミット
★iPad出荷

★ブロックチェーン 
銘柄ブーム★iPhone出荷

アステリアの先⾒性

36

Data

Device
★ブロックチェーン 

✓国内上場企業で初コミット(2015)

Decentralized

★モバイル対応（スマホ、タブレット） 
✓モバイルに「iモード」を選択せず、PCがポケットに⼊る時代に向け開発(2005) 
✓スマートデバイスがビジネスにも使われるとしてHandbookを出荷(2009)
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10年以上連続する進化のベース

Data

Device

Design

Decentralized

UI/UX
DX 
CX デザインファースト

ブロックチェーン
トークンエコノミー 

DAppsP2P

IoT 
コネクテッド

ユビキタス 
モバイル

スマートシティ 
ウェアラブル

AI
ビッグデータ 

BI
シンギュラリティ 
量⼦コンピュータ 

XML 
JSON
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Gorilla Technology

Gorilla Technology 
CEO Dr. Spincer Koh

台湾No.1 AI会社の筆頭株主に

4D
■Gorilla Technologyに約13億円を出資 

✓ 筆頭株主 
✓ 台湾で実績No.1の動画AI企業（台北空港や警察で採⽤） 
✓ IntelのOpen VINO認定第１号 
✓ Interop Tokyo 2019で”Best of Show"を受賞



© 2019 Asteria Corporation

4D
✓認識技術(AI)と適⽤の研究開発 
✓東京都新宿区  

■最先端のマシン・ラーニングの研究 
✓代表は20年以上の実績を持つ園⽥智也博⼠ 

‣Ph.D Computer Science（早稲⽥⼤学） 
✓アドバイザーに有⼒者を迎える予定（外国籍含む）

39

AI研究開発会社「Asteria ART」始動

Asteria ART 
CEO 
Dr. Tom Sonoda

Artificial Recognition Technology
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システムをつなぐ

ヒトをつなぐ

モノをつなぐ

未来へ「つなぐ」アステリア

スムーズにつなぐ
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本説明会及び説明資料に含まれる将来の⾒通しに関する部分は、
現時点で⼊⼿可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不
確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、さまざまな要因
の変化等により、これらの⾒通しと異なる場合がありますことを
ご承知おきください。

2020年3⽉期 第２四半期  
個⼈投資家向け説明会

お問い合わせは：03-5718-1655
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（証券コード：3853）
LINEによるIRニュース


